
平成 30 年度 琉球大学女性研究者支援研究費（グループ研究） 公募要領 
 

１．本経費目的 

本研究費は、本学の教育研究の質の向上を図るために、女性研究者を研究代表者とするグループ

を支援することにより、女性研究者のリーダーとしての資質及び研究力の向上を図ることを目的と

する。 
本研究費（グループ研究）は、本学で平成27年度から実施している文部科学省科学技術人材育成

費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」に歩調を合わせて行うものである。 本

研究費では、特に本学が掲げる将来像【本学の強みを発揮し、新しい学術領域である熱帯島嶼・海

洋・医学研究の国際的な拠点として「アジア・太平洋地域の卓越した教育研究拠点大学」を目指す。】

をふまえつつ、その実現に向けて将来有望な女性研究者を研究代表者とするグループの先進的、独

創的研究課題を厳選して支援し、その実績を基に当該女性研究者が指導力・研究力を向上させ、科

学研究費等を獲得してさらに研究を展開することを目指すものである。 
 

２．研究期間 

採択決定後～平成31年３月31日 

 

３．申請資格者 

本経費に申請する場合、以下の①～③の要件を全て満たすこと。 

① 平成31年４月１日以降も本学に所属予定の女性研究者をリーダーとするグループであること。 

② 表に掲げる平成30年度の科学研究費助成事業（以下「対象科研費」という。）に申請した者（採

否は問わない。）を研究代表者とするグループ（グループメンバーの性別は問わない）。 

③本学が定める研究者倫理・研究費公正執行教育を受講していること。 

 

 

 

ただし、理由があって対象科研費に申請できなかった者は、その理由を付して申請可能とする。 

若手・女性・女性(ｸﾞﾙｰﾌﾟ)・外国人研究者支援研究費のいずれか１つを選択し、応募すること。 

研究活動スタート支援に申請した者が採択された場合、受給を辞退していただくことがある。 

 

４．申請要件 

（１）本経費に採択された場合、対象科研費の採択（継続課題を含む。）が無い研究代表者は、研

究期間終了後、科研費申請支援アドバイザー制度等を利用して、平成31年度対象科研費に必

ず申請すること。 

（２）施設等の整備を主たる目的としたものは対象外とする。 

 

５．申請方法 

  以下の書類（各１部）を、必ず各部局等でとりまとめの上、平成30年５月７日（月）17：00（期

限厳守）までに別添申請一覧を付して、総合企画戦略部 研究推進課 研究推進係へ提出すること。 

 （１）平成30年度対象科研費申請者 

① 別紙様式１ 

特別推進研究、新学術領域研究、基盤研究（Ｓ･Ａ･Ｂ･Ｃ）、挑戦的研究（開拓･萌芽）、

若手研究 

（表） 



 
 

② 平成30年度対象科研費の研究計画調書の写し 

③ 審査結果開示をプリントアウトしたもの（平成30年度対象科研費の審査結果等の開示制度が

あり、開示を希望した場合は、開示が行われ次第提出のこと） 

 

（２）平成30年度対象科研費未申請者 

① 別紙様式１ 

② 申請を予定している対象科研費の平成30年度研究計画調書様式を用いて作成した（次年度対

象科研費申請に向けた）研究計画調書：１部 

※提出書類は片面印刷で、ステープラではなくクリップ留めで提出すること。 

※別紙様式１は研究推進課HP（ニュース・トピックス欄）からダウンロード可能。 

 （URL: http://w3.u-ryukyu.ac.jp/gakusaibu/kenkyu/） 

※研究者個人からの直接申請は受理しない。 

 

６．配分規模 

１グループあたり上限200万円 

 

７．審査基準と選考 

研究推進会議において審査・選考のうえ、役員会で決定する。審査・選考にあたり、ヒアリング

を行うことがある。 

なお、平成30年度対象科研費の審査結果開示がある場合、開示された評価は審査の参考とする。 

 

８．採択結果の公表 

採択された課題の研究代表者及び研究分担者の所属部局、職名、氏名、研究課題名、配分額の一

覧をホームページ等で公表する。 

 

９．成果報告 

事業終了後、１ヶ月以内に、経費執行報告書（別紙様式３）及び成果報告書（別紙様式４）を総

合企画戦略部 研究推進課 研究推進係に提出すること。 

なお、経費執行報告書及び成果報告書の提出後、実施状況を把握するため、必要に応じてヒアリ

ングを行う場合がある。成果報告書はホームページ等で公表する。 

 

１０．研究成果における謝辞の表示 

  本経費により得た研究成果を発表する場合は、本経費の助成を受けたことを必ず表示すること。 

Acknowledgement（謝辞）の記載例は、次のとおり。 

【英文】：This work was supported by University of the Ryukyus Research Project Promotion 

Grant for Women Researchers (Group Research) (No.･･･). 

【和文】：本研究は琉球大学女性研究者支援研究費（グループ研究）(No.･･･)の助成を受けたもの

です。 

※No.については、別途通知する。 

 

 ＜申請書提出・問い合わせ先＞ 

総合企画戦略部 研究推進課 

研究推進係 運天 

TEL：8932 FAX：8185 

e-mail：srpu@to.jim.u-ryukyu.ac.jp 



 
 

 


